
【福井県】主要観光スポットの来訪者を分析！ 集客プロモーションや観光プラン提案の検討材料に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経緯 

 

福井県では 2024 年春の北陸新幹線開業に伴い、観光来訪者の増加が予想されています。 

観光需要の拡大に伴い、満足度の高い観光地づくりおよび稼ぐ観光の実現に貢献するため、2022 年度、福井県

が実施しているデジタル技術で地域課題解決を目指す「CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクト」の観光分野で

LOGIO を提案し、採択されました。 

 

【福井県が把握する観光課題】 

・県の魅力を的確に伝えられていない 

・多様な観光客のニーズを把握しきれていない 

 

福井県未来創造部 DX 推進課 主査 河合様 

福井県および県観光連盟では、アンケート等を利用した観光客分析を実施していますが、LOGIO の特徴である分

析対象者の多さ、また、観光客の行動から趣味嗜好を分析するという点に新しい可能性を感じました。 

観光客の特徴を踏まえたプロモーション施策の立案に活用するため、県の嶺北・嶺南エリアそれぞれの主要観光

スポットである福井県立恐竜博物館とレインボーライン山頂公園を調査スポットとした LOGIO の実証実験を採

択しました。 

 

結果 

 

観光客の趣味嗜好を軸に福井県来訪時の訪問スポットや県外での日常的な活動エリアを比較し、従来の方法で

は掴めなかった趣味嗜好と行動特徴の相関を把握することができました。 

今後は新幹線開業に伴って予測されるペルソナ像の多様化や変化を把握し、分析結果を元にした新たなプロモ

ーション施策を福井県と共に継続的に検討いたします。 

 

福井県交流文化部観光誘客課観光戦略グループ 主査 山田様 

公益社団法人福井県観光連盟 観光地域づくりマネージャー 佐竹様 

LOGIO では、観光客が福井県内で訪れる観光スポットの関連性や、従来掴み切れなかった来訪時以外の普段の活

動エリアを見ることができ、集客や観光プランの提案など観光施策の立案に有用だと感じました。 



参考：分析結果とレポートの抜粋 

 

■ペルソナグループごとの比較 

【ペルソナグループごとの傾向と関東における日常活動エリアの違い（抜粋）】 

 

■プロモーション案 

ペルソナグループごとに、より興味を喚起し来訪の可能性が上がる訴求内容を探りました。 

例えばお子様への教育意識が高いグループは、福井県来訪時に農業体験や身体を動かして学ぶアスレチック施設

を訪問していることから、このグループが日常で訪れるスポットに「旅や体験を通じて子どもに学びを与える福

井県」といったパンフレットを配布することで、このグループが好む観光スポット群を効率的に PR し、来訪者

増加に向けてアプローチしていくことが考えられます。 

 

 

このように、適切な内容を適切な場所で訴求することで、効率の良い集客が行えるだけでなく、施策の効果測定

にもご活用いただけると考えています。 

 

お客様プロフィール 

自治体名 ：福井県 

部署   ：未来創造部 DX 推進課 

CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクト ：https://co-fukui.jp/ 


